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As a highly efficient dehydration condensation reagent, 2-methyl-6-nitrobenzoic anhydride, 

MNBA has been utilized for the ester bond formation and the amide bond formation. Notably, 
the number of reports on utilization to derivatization in microscale analysis has remarkably 
increased. The water content of substances in microscale analysis should be considered. 
Therefore, we have investigated the effect of water in the esterification mediated by MNBA.  
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2-メチル-6-ニトロ安息香酸無水物 1)、すなわち MNBA はこれまで

に迅速脱水縮合剤として多くのエステル結合形成、アミド結合形成

反応に用いられてきた。近年、生体内分子の微量分析を実施する際

の汎用縮合剤としても広く用いられ、利用例が著しく増加している
2,3)。一方で、水が共存した場合に、この反応がどのように阻害されるかについては今

まで調査が行われてこなかった。そこで我々は、MNBA を用いたエステル化反応に

与える水の影響について調査することとした。 
本研究では、基質に生合成産物であるコレステロールを選択し、縮合剤に MNBA

を用いて、触媒量の DMAP の存在下で 3-フェニルプロパン酸とのエステル化反応を

行った 1)。まず、反応次数を調査するために各反応時間で反応を実施した。その後、

各試薬が反応に何次に相関するかを調査した。続いて、あらかじめ水を溶かし込んだ

溶媒を用いて反応を実施し、反応に与える水の影響の調査に取り組んだ。 
今回我々は、MNBA を用いたエステル化反応が混合酸無水物を経由していること

を実験的に示した。また、水が共存した場合のエステル化反応に与える水の影響の調

査を行うことで、反応に水がどのように作用しているかを明らかにした。さらに、こ

れらの結果を踏まえ、微量分析に採用可能な反応条件として、含水条件でも無水条件

と同等の収率が与えられる条件を調査した。本講演ではこれらの詳細を報告する。 
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